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大和ハウス工業株式会社
富山支店　建築営業所　　　

所長　佐藤　肇

にぎわい創出が進む富山駅北側に複合テナントビル

Ｄタワー富山　　完成

工　事　概　要

（６）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　６月４日　（火曜日）

　このたび、当社が富山市の富山駅北側で開発した複合テナントビ
ル「Ｄタワー富山」が竣工いたしました。
　富山県最大の基準階面積を誇る当施設には、最小約㎡から最大
約，㎡までの区画に入居企業の事業規模に応じて入居が可能で
す。２階部分には会議室やラウンジ、自席以外でＰＣ作業や書類の
チェックなどの仕事ができるタッチダウンスペースなどで構成する
共有スペースを設けるなど、多様な働き方に合わせたオフィス環境
も整えました。１階の商業施設スペースには、飲食や物販などの店
舗に入居いただいております。

　建設地は、富山市が募集したＰＦＩ事業「中規模ホール整備官民
連携事業」の余剰地を当社が購入したもので、民間付帯事業として
「Ｄタワー富山」の開発に取り組んできました。
　富山市では、年から年まで新規テナントビルの供給がなく、
築年以上のビルが７割を占め、設備も老朽化している状況です。
こうしたことを踏まえて当社は、富山駅路面電車南北接続事業や路
面電車の新駅開設などにより周辺のにぎわい創出が進むこの地にお
いて、新たなテナントビルを開発することといたしました。
　計画から完成に至るまでの間、富山市や地域住民の方々、設計事
務所、施工会社など関係者の皆さまにご協力いただき感謝申し上げ
ます。
　今後も建築物の開発、建物の管理・運営に関するノウハウなど当
社グループが保有する経営資源を組み合わせ、お客さまのニーズに
合わせた複合オフィスの開発を進めてまいります。

　大和ハウス工業が富山市内で開発を進めてきた複合テナントビル
「Ｄタワー富山」が完成した。１階に商業施設、２～７階にオフィ
スを配置した。１フロアの貸室面積は富山県内で最大規模。約㎡
から約，㎡までの大小区画に応じて入居できる。多様な働き方
に合わせた環境も整えた。設計・監理は久米設計・押田建築設計Ｊ
Ｖ、施工は北野建設が担当した。

◇建　物　名　称：Ｄタワー富山
◇所　在　地：富山市牛島町９番５号
◇建　築　主：大和ハウス工業株式会社
◇設計・監理：久米設計・押田建築設計設計・工事監理共同企業体
◇施　　　工：北野建設株式会社
◇敷　地　面　積：，．㎡
◇建　築　面　積：，．㎡
◇延　床　面　積：，．㎡
◇構　　　造：Ｓ造
◇階　　　数：地上７階
◇主　用　途：事務所、飲食店舗、物販店舗
◇工　　　期：年５月６日～年３月日

　撮影：株式会社川澄・小林研二写真事務所
　（一部は大和ハウス工業、北野建設提供）
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設計コンセプト

地域と調和し、回遊性を促すデザイン

ＢＩＭで緻密な施工・動線計画立案
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県内最大の１フロア貸室面積
（７） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　６月４日　（火曜日）

南北貫通通路

CANYON STREET

　「Ｄタワー富山」竣工、誠におめでとうござ
います。
　富山駅北口エリアには美術館、環水公園、体
育館等の魅力的な公共空間が集約しています。
Ｄタワー富山（民）は駅との中間に位置する好
立地を生かし、富山市のコンパクトシティー施
策にのっとった新たな拠点として、オーバード
・ホール／中ホール（官）と連携してまちにに
ぎわいを生み出す計画としました。このにぎわ
い拠点がその先の公共空間とつながり、まちの
回遊性を促します。
　中ホールとの間には文化施設と商業施設が賑
わいを共有する官民連携の新しい形の広場「CA
NYON STREET」を整備しました。広場に面
した低層部はリズミカルに繰り返す中ホールと
呼応した壁と開口部により、魅力的な外部空間

をつくり人が集まる場を創出します。
　オフィス階となる高層部は、建物ボリューム
が浮き立つ軽やかで象徴的な構成としていま
す。周囲に開かれた快適なオフィス環境を確保
すると共に、ここで働く人たちが誇れる印象的
な街のランドマークとしました。開口部は中
ホールと調和し、環水公園までの回遊性を促す
ように斜めにカットし、流れを感じさせるデザ
インとしています。そのデザインはサインや内
装にも展開し、施設全体の一体感をもたせまし
た。その他、貫通通路や共用部中央の吹抜け、
６、７階のテラス、２階のテラス付会議室・ラ
ウンジ等、快適で変化に富んだ仕掛けを組み込
んだ新しいオフィスを提案しています。
　株式会社久米設計　設計本部

　ダイレクター　兒玉　謙一郎
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オフィスエントランス エレベーターホール

CANYON WORKPLACE 基準階オフィス


